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報告 2：佐藤千歳（北海商科大学） 

非公認キリスト教徒の社会事業からみる中国の政教関係 

―華北地方の児童養護施設の事例からー 

 

 中国における宗教活動の興隆は、習近平政権期も継続し、インターネット宗教や宗

教ビジネスの展開など、宗教活動の多様化が進んでいる。同時に、2018 年には「宗教

事務条例」が全面改訂され、宗教管理の強化も進む。とくに、従来は黙認されてきた

非公認の宗教団体や、中国人の海外での宗教活動に対する規制が強まっている。 

 本報告では、中国社会における政教関係の変化や宗教活動の位置づけを検討するた

めに、公認宗教制度の外部で福祉・教育事業に従事する華北のキリスト教系団体、2事

例をとりあげる。両者は、障がい児の養育を専門とする児童養護施設で、1つはプロテ

スタントの非公認教会の信者が運営し、いまひとつはカトリックの非公認（地下）教

会に所属している。報告では、非公認のキリスト教系団体による社会事業の特徴を、

公認団体や非キリスト教系団体による他の社会事業と比較する。事例調査の結果から

は、プロテスタントの教義がケアの現場に独自の価値を提供していたほか、宗教組織

としてのグローバルなネットワークが、運営資金や人材などの資源の調達を容易にし

ていることが把握された。また、両団体の活動内容の変化から、中国の宗教管理制度

におけるグレーゾーンの形成・拡大・縮小の過程も推定された。法的な地位を持たな

い非公認宗教団体は、体制内の社会事業と相補関係を築いたり、公的なセーフティー

ネットでは捕捉しきれない対象者を受容したりすることを通じ、活動空間を確保して

いた。ただ、児童福祉にかかわる中国世論の変化や、政教関係の緊張により、その

「灰色の」活動空間は、不安定で脆弱なものに変化しつつある。 
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